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2020結果

		部門名		20年度取組みテーマ		目標		結果（達成率）		評価

		管理本部
内部監査室 ナイブ カンサシツ		帳票の電子承認化		紙及び承認に伴う人的工数の削減(紙で承認を受領していたものを、WFを利用し電子化する)		年度目標として設定した紙帳票の電子化を達成（２件）		◎

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100％）

		総合企画部		セキュリティー強化とコンプライアンス順守の実現		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		電子化共通ルート用WFフォーマットの作成・運用開始
フォーマット名：「C2-0500-A07 採用計画申請書」		◎

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100%）

		OEM営業部　		資源材料の削減と再利用		購入（新品）梱包材の使用量の削減		2019年度の使用状況10.67枚/月に対して、5%削減の10枚/月を目標とし、
2020年度の使用状況は3.17枚。		◎

								目標を達成することが出来た。

								達成率（100％）

		開発部
アドバンスド
テクニカルセンター
開発管理室 カイハツ カンリシツ		小型化、軽量化等、環境側面を考慮した開発推進		環境側面考慮のチェック項目　⇒　未記入件数　0件
基準書チェックシートの環境側面考慮チェック項目を改善して、開発業務における環境貢献の意識を向上させる。
		今年度の活動を通じて、2019年度と比較すると、
コメント未記入件数が2件⇒0件に減少し、目標値である「未記入件数0件」を達成。
その結果から、開発業務における環境貢献の意識を向上させることができた。
		◎

								達成率（100％）

		事業統轄本部		入替梱包先の適正化		同一品番で入替梱包先を二箇所にする事により、製品輸送回数を減らし、空容器の輸送を廃止する。
		数量 213,301 pcs/年、カートン 3,336箱/年
削減量　　4905.923kg-CO2/リットル/年
削減金額　4,665,959円(計算値)		◎

								達成率（100％）





2019結果

		部門名		19年度取組みテーマ		目標		結果（達成率）		評価

		管理本部		帳票の電子承認化		紙及び承認に伴う人的工数の削減(紙で承認を受領していたものを、WFを利用し電子化する)		電子化共通ルート用WFフォーマットの作成		◎

		内部監査室						・運用開始：フォーマット名：「人事部門帳票【申請経路１】」

								対象紙帳票「部門求人詳細票」の帳票改定完了

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100％）

		総合企画部		セキュリティー強化とコンプライアンス順守の実現		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		「採用実施申請書」のWF帳票化、運用開始		◎

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100%）

		OEM営業部　		資源材料の削減と再利用		購入（新品）梱包材の使用量の削減		2018年度の使用状況15.33枚/月に対して、5%削減の14枚/月を目標とし、2019年度の使用状況は10.67枚。		◎

								目標を達成することが出来た。

								達成率（100％）

		開発部		小型化、軽量化等、環境側面を考慮した開発推進		基準書チェックシートの環境側面考慮のチェック項目を追加し、開発業務における環境貢献の意識付けを徹底する。		コメント未記入件数が12％⇒4％に減少。		◎

		アドバンスド						その他』の項目が選択らされた件数が24％⇒16％に減少。現在開発している製品がどのような形で環境に貢献できているかを意識付けさせることができた。

		テクニカルセンター

		開発管理室						達成率（100％）

		事業統轄本部		個製品輸送に伴うCO2排出量の削減		海外貨物の陸揚げ拠点を変更し、国内物流における輸送距離の短縮を図る。		削減量：2920.152ｋｇ-CO2/リットル/年		◎

								数量：96,925pcs/年（Feeder）

								パレット：187枚/年

								達成率（100％）





2020取組み

				管理本部		総合企画部		開発部		事業統轄本部		OEM営業部

				内部監査室				アドバンスドテクニカルセンター

								事業管理室

		テーマ		帳票の電子承認化		セキュリティー強化とコンプライアンス順守の実現		小型化、軽量化等、環境側面を考慮した開発推進		入替梱包先の適正化		購入（新品）梱包材の使用量削減による資源材料の削減

		　目標		紙及び承認に伴う人的工数の削減(紙で承認を受領していたものを、WFを利用し電子化する)		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		環境側面考慮のチェック項目⇒未記入件数　0件		同一品番で入替梱包先を二箇所にする事により、製品輸送回数を減らし、空容器の輸送を廃止する。		前年度使用量の５％削減

								基準書チェックシートの環境側面考慮のチェック項目を改善して、開発業務における環境貢献の意識を向上させる。





2021取組み

				管理本部
内部監査室		総合企画部		開発部
アドバンスドテクニカルセンター
事業管理室 ジギョウ カンリシツ		事業統轄本部		OEM営業部





		テーマ		業務効率の向上		在宅勤務環境の整備による安全・災害対策と継続的な事業活動への寄与
（帳票類の電子化による在宅勤務率向上）		シミュレーション活用による環境側面を考慮した開発推進		物流過去トラの社内共有による物流品質の向上		購入（新品）梱包材の使用量削減による資源材料の削減

		　目標		会議時間の厳守による無駄発生の抑止と、環境意識の向上		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		シミュレーションを活用することにより、環境へ貢献できることへの理解・意識をさせる。 		事業統轄本部内で知識共有を図り、物流不具合発生時のロスを抑えることにより、環境への負荷を低減する		前年度使用量の５％削減







Sheet4

		国内2社共通取組みテーマ コクナイ シャ キョウツウ トリク

				2012年		2016年		2017年		2018年		2019年		国内（本社・新潟事業所）トータル

		ＣＯ2排出量		0.0762		0.0573		0.0545		0.0591		0.0593		・月次投入量実績より算出評価

		（万ｔ-ＣＯ2）

		2012年度比				24.8％減　		28.6%減　		22.4%減		22.2%減		・20%以上の削減継続中

		投入量 トウニュウリョウ

				2012年		2016年		2017年		2018年		2019年		取組み活動

		電力使用量		212		161		152		161		163		・不要照明の消灯

		（万KWh）												・基板実装自動機の外製化

														・設備機器を最新機種に入替え

														・不稼動設備の電源OFF

		ガソリン使用量（Kl）		13		6		5		4		3		・アイドリングストップ

														・社有車利用ルールの順守

		軽油使用量（Kl）		0.5		0.2		0.1		0.1		0.1		・物流ルート見直しによる使用量削減

		灯油使用量（Kl）		7		1		0		0.7		0.4		・冷暖房機器の適正温度設定　　　　　　　　　　　　（夏季：28℃、冬季：20℃）

		ガス使用量（K㎥）		29		29		31		28		28		・不稼動区域での使用中止　　　　　　　　　　　　

		排出量 ハイシュツリョウ

				2012年		2016年		2017年		2018年		2019年		国内（本社・新潟事業所）トータル

		排水量（万ｔ）		1.9		0.3		0.4		0.3		0.22		・漏水確認による早期発見

		一般ごみ（ｔ）		5		5		5		5		4.8		・分別廃棄基準の見直し
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2020結果

		部門名		20年度取組みテーマ		目標		結果（達成率）		評価

		管理本部
内部監査室 ナイブ カンサシツ		帳票の電子承認化		紙及び承認に伴う人的工数の削減(紙で承認を受領していたものを、WFを利用し電子化する)		年度目標として設定した紙帳票の電子化を達成（２件）		◎

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100％）

		総合企画部		セキュリティー強化とコンプライアンス順守の実現		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		電子化共通ルート用WFフォーマットの作成・運用開始
フォーマット名：「C2-0500-A07 採用計画申請書」		◎

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100%）

		OEM営業部　		資源材料の削減と再利用		購入（新品）梱包材の使用量の削減		2019年度の使用状況10.67枚/月に対して、5%削減の10枚/月を目標とし、
2020年度の使用状況は3.17枚。		◎

								目標を達成することが出来た。

								達成率（100％）

		開発部
アドバンスド
テクニカルセンター
開発管理室 カイハツ カンリシツ		小型化、軽量化等、環境側面を考慮した開発推進		環境側面考慮のチェック項目　⇒　未記入件数　0件
基準書チェックシートの環境側面考慮チェック項目を改善して、開発業務における環境貢献の意識を向上させる。
		今年度の活動を通じて、2019年度と比較すると、
コメント未記入件数が2件⇒0件に減少し、目標値である「未記入件数0件」を達成。
その結果から、開発業務における環境貢献の意識を向上させることができた。
		◎

								達成率（100％）

		事業統轄本部		入替梱包先の適正化		同一品番で入替梱包先を二箇所にする事により、製品輸送回数を減らし、空容器の輸送を廃止する。
		数量 213,301 pcs/年、カートン 3,336箱/年
削減量　　4905.923kg-CO2/リットル/年
削減金額　4,665,959円(計算値)		◎

								達成率（100％）





2019結果

		部門名		19年度取組みテーマ		目標		結果（達成率）		評価

		管理本部		帳票の電子承認化		紙及び承認に伴う人的工数の削減(紙で承認を受領していたものを、WFを利用し電子化する)		電子化共通ルート用WFフォーマットの作成		◎

		内部監査室						・運用開始：フォーマット名：「人事部門帳票【申請経路１】」

								対象紙帳票「部門求人詳細票」の帳票改定完了

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100％）

		総合企画部		セキュリティー強化とコンプライアンス順守の実現		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		「採用実施申請書」のWF帳票化、運用開始		◎

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100%）

		OEM営業部　		資源材料の削減と再利用		購入（新品）梱包材の使用量の削減		2018年度の使用状況15.33枚/月に対して、5%削減の14枚/月を目標とし、2019年度の使用状況は10.67枚。		◎

								目標を達成することが出来た。

								達成率（100％）

		開発部		小型化、軽量化等、環境側面を考慮した開発推進		基準書チェックシートの環境側面考慮のチェック項目を追加し、開発業務における環境貢献の意識付けを徹底する。		コメント未記入件数が12％⇒4％に減少。		◎

		アドバンスド						その他』の項目が選択らされた件数が24％⇒16％に減少。現在開発している製品がどのような形で環境に貢献できているかを意識付けさせることができた。

		テクニカルセンター

		開発管理室						達成率（100％）

		事業統轄本部		個製品輸送に伴うCO2排出量の削減		海外貨物の陸揚げ拠点を変更し、国内物流における輸送距離の短縮を図る。		削減量：2920.152ｋｇ-CO2/リットル/年		◎

								数量：96,925pcs/年（Feeder）

								パレット：187枚/年

								達成率（100％）





2020取組み

				管理本部		総合企画部		開発部		事業統轄本部		OEM営業部

				内部監査室				アドバンスドテクニカルセンター

								事業管理室

		テーマ		帳票の電子承認化		セキュリティー強化とコンプライアンス順守の実現		小型化、軽量化等、環境側面を考慮した開発推進		入替梱包先の適正化		購入（新品）梱包材の使用量削減による資源材料の削減

		　目標		紙及び承認に伴う人的工数の削減(紙で承認を受領していたものを、WFを利用し電子化する)		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		環境側面考慮のチェック項目⇒未記入件数　0件		同一品番で入替梱包先を二箇所にする事により、製品輸送回数を減らし、空容器の輸送を廃止する。		前年度使用量の５％削減

								基準書チェックシートの環境側面考慮のチェック項目を改善して、開発業務における環境貢献の意識を向上させる。





2021取組み

				管理本部
内部監査室		総合企画部		開発部
アドバンスドテクニカルセンター
事業管理室 ジギョウ カンリシツ		事業統轄本部		OEM営業部





		テーマ		業務効率の向上		在宅勤務環境の整備による安全・災害対策と継続的な事業活動への寄与
（帳票類の電子化による在宅勤務率向上）		シミュレーション活用による環境側面を考慮した開発推進		物流過去トラの社内共有による物流品質の向上		購入（新品）梱包材の使用量削減による資源材料の削減

		　目標		会議時間の厳守による無駄発生の抑止と、環境意識の向上		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		シミュレーションを活用することにより、環境へ貢献できることへの理解・意識をさせる。 		事業統轄本部内で知識共有を図り、物流不具合発生時のロスを抑えることにより、環境への負荷を低減する		前年度使用量の５％削減







Sheet4

		国内2社共通取組みテーマ コクナイ シャ キョウツウ トリク																		国内2社共通取組みテーマ コクナイ シャ キョウツウ トリク

				2012年		2016年		2017年		2018年		2019年		国内（本社・新潟事業所）トータル								2012年		2017年		2018年		2019年		2020年		国内（東京本社・新潟本社）トータル トウキョウ ホンシャ

		ＣＯ2排出量		0.0762		0.0573		0.0545		0.0591		0.0593		・月次投入量実績より算出評価						ＣＯ2排出量		0.1242		0.0887		0.0894		0.0901		0.0847		・月次投入量実績より算出評価

		（万ｔ-ＣＯ2）																		（万ｔ-ＣＯ2）

		2012年度比				24.8％減　		28.6%減　		22.4%減		22.2%減		・20%以上の削減継続中						2012年度比				28.6％減　		28.0%減　		27.5%減		31.8%減		・20%以上の削減継続中

																								28.6%		28.0%		27.5%		31.8%

		投入量 トウニュウリョウ																		投入量 トウニュウリョウ

				2012年		2016年		2017年		2018年		2019年		取組み活動								2012年		2017年		2018年		2019年		2020年		取組み活動

		電力使用量		212		161		152		161		163		・不要照明の消灯						電力使用量		212		152		161		163		151		・不要照明の消灯

		（万KWh）												・基板実装自動機の外製化						（万KWh）												・基板実装自動機の外製化

														・設備機器を最新機種に入替え																		・設備機器を最新機種に入替え

														・不稼動設備の電源OFF																		・不稼動設備の電源OFF

		ガソリン使用量（Kl）		13		6		5		4		3		・アイドリングストップ						ガソリン使用量（Kl）		13		5		4		3		4		・アイドリングストップ

														・社有車利用ルールの順守																		・社有車利用ルールの順守

		軽油使用量（Kl）		0.5		0.2		0.1		0.1		0.1		・物流ルート見直しによる使用量削減						軽油使用量（Kl）		0.5		0.1		0.1		0.1		0.1		・物流ルート見直しによる使用量削減

		灯油使用量（Kl）		7		1		0		0.7		0.4		・冷暖房機器の適正温度設定　　　　　　　　　　　　（夏季：28℃、冬季：20℃）						灯油使用量（Kl）		7		0		0.7		0.4		0.6		・冷暖房機器の適正温度設定　　　　　　　　　　　　（夏季：28℃、冬季：20℃）

		ガス使用量（K㎥）		29		29		31		28		28		・不稼動区域での使用中止　　　　　　　　　　　　						ガス使用量（K㎥）		29		31		28		28		30		・不稼動区域での使用中止　　　　　　　　　　　　

		排出量 ハイシュツリョウ																		排出量 ハイシュツリョウ

				2012年		2016年		2017年		2018年		2019年		国内（本社・新潟事業所）トータル								2012年		2017年		2018年		2019年		2020年		国内（東京本社・新潟本社）トータル トウキョウ ホンシャ

		排水量（万ｔ）		1.9		0.3		0.4		0.3		0.22		・漏水確認による早期発見						排水量（万ｔ）		1.9		0.4		0.3		0.22		0.2		・漏水確認による早期発見

		一般ごみ（ｔ）		5		5		5		5		4.8		・分別廃棄基準の見直し						一般ごみ（ｔ）		5		5		5		4.8		4.8		・分別廃棄基準の見直し
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2020結果

		部門名		20年度取組みテーマ		目標		結果（達成率）		評価

		管理本部
内部監査室 ナイブ カンサシツ		帳票の電子承認化		紙及び承認に伴う人的工数の削減(紙で承認を受領していたものを、WFを利用し電子化する)		年度目標として設定した紙帳票の電子化を達成（２件）		◎

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100％）

		総合企画部		セキュリティー強化とコンプライアンス順守の実現		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		電子化共通ルート用WFフォーマットの作成・運用開始
フォーマット名：「C2-0500-A07 採用計画申請書」		◎

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100%）

		OEM営業部　		資源材料の削減と再利用		購入（新品）梱包材の使用量の削減		2019年度の使用状況10.67枚/月に対して、5%削減の10枚/月を目標とし、
2020年度の使用状況は3.17枚。		◎

								目標を達成することが出来た。

								達成率（100％）

		開発部
アドバンスド
テクニカルセンター
開発管理室 カイハツ カンリシツ		小型化、軽量化等、環境側面を考慮した開発推進		環境側面考慮のチェック項目　⇒　未記入件数　0件
基準書チェックシートの環境側面考慮チェック項目を改善して、開発業務における環境貢献の意識を向上させる。
		今年度の活動を通じて、2019年度と比較すると、
コメント未記入件数が2件⇒0件に減少し、目標値である「未記入件数0件」を達成。
その結果から、開発業務における環境貢献の意識を向上させることができた。
		◎

								達成率（100％）

		事業統轄本部		入替梱包先の適正化		同一品番で入替梱包先を二箇所にする事により、製品輸送回数を減らし、空容器の輸送を廃止する。
		数量 213,301 pcs/年、カートン 3,336箱/年
削減量　　4905.923kg-CO2/リットル/年
削減金額　4,665,959円(計算値)		◎

								達成率（100％）





2019結果

		部門名		19年度取組みテーマ		目標		結果（達成率）		評価

		管理本部		帳票の電子承認化		紙及び承認に伴う人的工数の削減(紙で承認を受領していたものを、WFを利用し電子化する)		電子化共通ルート用WFフォーマットの作成		◎

		内部監査室						・運用開始：フォーマット名：「人事部門帳票【申請経路１】」

								対象紙帳票「部門求人詳細票」の帳票改定完了

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100％）

		総合企画部		セキュリティー強化とコンプライアンス順守の実現		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		「採用実施申請書」のWF帳票化、運用開始		◎

								→　今年度目標は達成済み。

								達成率（100%）

		OEM営業部　		資源材料の削減と再利用		購入（新品）梱包材の使用量の削減		2018年度の使用状況15.33枚/月に対して、5%削減の14枚/月を目標とし、2019年度の使用状況は10.67枚。		◎

								目標を達成することが出来た。

								達成率（100％）

		開発部		小型化、軽量化等、環境側面を考慮した開発推進		基準書チェックシートの環境側面考慮のチェック項目を追加し、開発業務における環境貢献の意識付けを徹底する。		コメント未記入件数が12％⇒4％に減少。		◎

		アドバンスド						その他』の項目が選択らされた件数が24％⇒16％に減少。現在開発している製品がどのような形で環境に貢献できているかを意識付けさせることができた。

		テクニカルセンター

		開発管理室						達成率（100％）

		事業統轄本部		個製品輸送に伴うCO2排出量の削減		海外貨物の陸揚げ拠点を変更し、国内物流における輸送距離の短縮を図る。		削減量：2920.152ｋｇ-CO2/リットル/年		◎

								数量：96,925pcs/年（Feeder）

								パレット：187枚/年

								達成率（100％）





2020取組み

				管理本部		総合企画部		開発部		事業統轄本部		OEM営業部

				内部監査室				アドバンスドテクニカルセンター

								事業管理室

		テーマ		帳票の電子承認化		セキュリティー強化とコンプライアンス順守の実現		小型化、軽量化等、環境側面を考慮した開発推進		入替梱包先の適正化		購入（新品）梱包材の使用量削減による資源材料の削減

		　目標		紙及び承認に伴う人的工数の削減(紙で承認を受領していたものを、WFを利用し電子化する)		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		環境側面考慮のチェック項目⇒未記入件数　0件		同一品番で入替梱包先を二箇所にする事により、製品輸送回数を減らし、空容器の輸送を廃止する。		前年度使用量の５％削減

								基準書チェックシートの環境側面考慮のチェック項目を改善して、開発業務における環境貢献の意識を向上させる。





2021取組み

				管理本部
内部監査室		総合企画部		開発部
アドバンスドテクニカルセンター
事業管理室 ジギョウ カンリシツ		事業統轄本部		OEM営業部





		テーマ		業務効率の向上		在宅勤務環境の整備による安全・災害対策と継続的な事業活動への寄与
（帳票類の電子化による在宅勤務率向上）		シミュレーション活用による環境側面を考慮した開発推進		物流過去トラの社内共有による物流品質の向上		購入（新品）梱包材の使用量削減による資源材料の削減

		　目標		会議時間の厳守による無駄発生の抑止と、環境意識の向上		対象帳票を選定し、今年度中に1つ以上の紙帳票の電子化運用を目指す		シミュレーションを活用することにより、環境へ貢献できることへの理解・意識をさせる。 		事業統轄本部内で知識共有を図り、物流不具合発生時のロスを抑えることにより、環境への負荷を低減する		前年度使用量の５％削減







Sheet4

		国内2社共通取組みテーマ コクナイ シャ キョウツウ トリク

				2012年		2016年		2017年		2018年		2019年		国内（本社・新潟事業所）トータル

		ＣＯ2排出量		0.0762		0.0573		0.0545		0.0591		0.0593		・月次投入量実績より算出評価

		（万ｔ-ＣＯ2）

		2012年度比				24.8％減　		28.6%減　		22.4%減		22.2%減		・20%以上の削減継続中

		投入量 トウニュウリョウ

				2012年		2016年		2017年		2018年		2019年		取組み活動

		電力使用量		212		161		152		161		163		・不要照明の消灯

		（万KWh）												・基板実装自動機の外製化

														・設備機器を最新機種に入替え

														・不稼動設備の電源OFF

		ガソリン使用量（Kl）		13		6		5		4		3		・アイドリングストップ

														・社有車利用ルールの順守

		軽油使用量（Kl）		0.5		0.2		0.1		0.1		0.1		・物流ルート見直しによる使用量削減

		灯油使用量（Kl）		7		1		0		0.7		0.4		・冷暖房機器の適正温度設定　　　　　　　　　　　　（夏季：28℃、冬季：20℃）

		ガス使用量（K㎥）		29		29		31		28		28		・不稼動区域での使用中止　　　　　　　　　　　　

		排出量 ハイシュツリョウ

				2012年		2016年		2017年		2018年		2019年		国内（本社・新潟事業所）トータル

		排水量（万ｔ）		1.9		0.3		0.4		0.3		0.22		・漏水確認による早期発見

		一般ごみ（ｔ）		5		5		5		5		4.8		・分別廃棄基準の見直し
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